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本研究では 66 都市の 1960 年の DID 地区内の商店、駐車場、住宅
からそれぞれ 4000 地点を無作為に抽出し、合計 264000 地点のデー
タを用いて多項分布ロジスティック回帰分析を行う。手法や対象都








 研究の対象とする都市は、既往研究 1)にならい次の 4 条件を用い







表 1 対象 66 都市 
 
2-2. 変数とデータ 
 表 2 に分析に用いた変数を示す。これらの変数をもとに定義した
説明変数を表 3 の左に示す。過去の商業軸は各都市の 1957 年の最高
地価の 6 割以上の地価の道路と定義した。地価は商業性の指標とし
てよく使われ、代表的なものに杉村 5)の論文がある。各データの入





ln(Pa/Pb)=β1+β11X1+ … +β1kXk … (i) 
ln(Pa/Pc)=β2+β21X1+ … +β2kXk … (ii) 
Pa=1/{1+exp(i)+exp(ii)} … (iii) 
Pb=exp(i)/{1+exp(i)+exp(ii)} … (iv) 
Pc=exp(ii)/{1+exp(i)+exp(ii)} … (v) 
Pa : 商店の予想発生確率 
Pb : 駐車場の予想発生確率 
Pc : 住宅の予想発生確率 
X1,X2,X3  …  Xk : 説明変数 
β11, β12, β13  …  β1k : (i)における回帰係数  
β21, β22, β23  …  β2k : (ii)における回帰係数 
β1 : (i)における定数項   













表 2 変数 
 
表 3 多項分布ロジスティック回帰分析の説明変数（左）と結果（右） 
 
表 4 データの入手元と抽出方法 
 


















果を表 3 の右に示す。各変数の t 値の絶対値はおおむね 2 以上とな
った。また式全体の有意性は対数尤度比検定により p≤2.22E-16 とな
った。マクファデンの擬似決定係数は 0.10883 である。これはおお
よそ決定係数 R2=0.3 にあたる 6)。 
次にこれらを実際に各都市に適用した場合の説明力を確認する。
実際の都市において対象地点を 100m メッシュごとに集計し、10 以
上の対象地点があるメッシュを対象として、実際の比率と予想発生
確率の相関係数を算出した。駐車場に関しては絶対数が少なくばら
つきが大きいため、平滑化するために Silverman の文献 7)に記載さ
れた四次カーネル関数によるカーネル密度（バンド幅 300m）との
相関係数も算出した。全都市で行うのは困難であったため、規模の
異なる 4 都市を対象として算出した。対象は人口 70 万人台、50 万
人台、30 万人台、10 万人台の都市から 1 都市ずつ、最小人口の都市
を選んだ。表 6 の結果から、ある程度の相関を確認できる。 






















i 特別豪雪地帯：2, 豪雪地帯：1, 指定なし：０
j DID面積（km2）
d'  , e'  , f' d  , e  , f  を補正値で除したもの
係数 t値 係数 t値
 d'：補正した過去の商業軸からの距離 採用されず 採用されず 採用されず 採用されず
d'＜100 なら1、その他なら0 -2.2E+00 -46.4 -3.5E+00 -112.6
100≦d'＜200 なら1、その他なら0 -1.3E+00 -31.4 -2.5E+00 -85.7
200≦d'＜300 なら1、その他なら0 -9.0E-01 -21.7 -1.9E+00 -65.1
300≦d'＜400 なら1、その他なら0 -5.5E-01 -13.6 -1.5E+00 -50.7
400≦d'＜500 なら1、その他なら0 -3.6E-01 -8.8 -1.1E+00 -37.2
500≦d'＜600 なら1、その他なら0 -2.6E-01 -6.2 -8.4E-01 -27.5
600≦d'＜700 なら1、その他なら0 -1.7E-01 -4.1 -6.0E-01 -19.0
700≦d'＜800 なら1、その他なら0 -1.1E-01 -2.6 -5.2E-01 -16.6
800≦d'＜900 なら1、その他なら0 -1.4E-01 -3.3 -4.7E-01 -14.9
900≦d'＜1000 なら1、その他なら0 7.6E-03 0.2 -3.4E-01 -10.3
1000≦d'＜1300 なら1、その他なら0 1.1E-02 0.3 -1.8E-01 -7.4
1300≦d'＜1600 なら1、その他なら0 6.1E-02 1.7 -5.1E-02 -1.9
e'＜300 なら1、その他なら0 -4.8E-01 -18.5 -1.1E+00 -56.6
300≦e'＜500 なら1、その他なら0 -3.6E-02 -1.3 -2.9E-01 -13.8
500≦e'＜1000 なら1、その他なら0 4.3E-03 0.1 -1.6E-01 -6.6
f'＜100 なら1、その他なら0 -2.8E-01 -10.0 -4.5E-01 -22.5
100≦f'＜200 なら1、その他なら0 -7.0E-02 -2.5 -7.0E-02 -3.5
200≦f'＜300 なら1、その他なら0 -3.3E-02 -1.5 -5.2E-02 -3.3
 g  : 2015年時の人口 3.5E-07 9.4 4.1E-07 15.0
 h  : 自動車保有率 2.6E-03 16.6 1.6E-03 13.9
 i  : 豪雪地帯、特別豪雪地帯の指定 -2.3E-01 -13.0 2.8E-02 2.3
説明変数
結果



































AIC 321322 320691 320334 320294 319935
補正値 補正なし
AIC 319935 319919 319850 319918 319833
補正値 補正なし




e'の補正値を変更【d'は               で補正、f'は補正無し】
f'の補正値を変更【d' , e'は　　　　　で補正】
 /     /   j /     /   
/   
 /     /   j /     /   
 /   
 /     /   j /     /   
商店 駐車場 住宅 駐車場カーネル
静岡市 705238 0.76 0.28 0.70 0.67
松山市 515092 0.77 0.26 0.75 0.40
久留米市 304499 0.80 0.33 0.78 0.53
丸亀市 110063 0.86 0.40 0.84 0.74




い D8の 3 地点に分けて分析を行う。 
  図 1  過去の商業軸の影響 
3-4. 駅、幹線道路の影響の考察 
































図 2 駅の影響 
 
図 3 幹線道路の影響 
 



















































































































































































































































































































































)}=(H/2)/( √ /3.31) …(vii)となる。よって(vi) (vii)より分
断している条件は H≥ 60.3√ である。H= 60.3√ を分断線と定義し
て図 6 に示す。同様に図 6 に過去の商業軸が分離している都市の、













図 6 商業地の分断の起こる条件 
図 7 岐阜市の商店と駐車場の予想発生確率 
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呉市では 1960 年の DID 面積では 66 都市中 25 位だったのに対し、





図 9 呉市の商店と駐車場の予想発生確率 
 
図 10 都市規模変化と、幹線道路・過去の商業軸の影響範囲 
4-2. 予想発生確率別の面積の考察 
 図 5 と図 7 より、宮崎市と岐阜市では人口が同程度だが、商店の
予想発生確率が 41%以上の地域の面積が大きく異なることが分かる。
そこで予想発生確率別の面積の分析を行う。あらかじめ人口をもと
に対象都市を 3 分類注 2)したうえで、ユークリッド距離によるウォー
ド法でクラスター分析を行った。変数は商店の予想発生確率が、
45~65%の面積、55~75%の面積、65~85%の面積、75~100%の面積の
4 つ注 3)である。 
図 11 に人口 35 万人以上 100 万人未満の都市を対象としたクラス
ター分析の結果のデンドログラムを示す。距離係数が 4.5 の線によ
り分けられる 3 つのクラスターを I、II、III とする。それぞれのク
ラスターで、商店の予想発生確率を 10%ごとに区分した場合の占有

















図 11 デンドログラム（人口 35 万以上 100 万人未満） 
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図 13 拡幅される三条通の位置 
図 14 拡幅前(上)と拡幅後（下）の商店と駐車場の予想発生確率 




注 1) 記号の上のバーはその平均を示す。  
注 2) 人口 100 万人以上の札幌・広島・福岡は分析から除いている。 



















商店 73% → 84% 63% → 79% 63% → 79% 79% → 79%
駐車場 6.7% → 5.0% 7.5% → 5.9% 7.5% → 5.9% 5.9% → 5.9%
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表 1-3 既往研究のデータ収集方法 
 
 
表 1-4 既往研究の対象都市の数 
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第 2章 研究の方法 





















































表 2-2 1925年以前に市制が施行された都市 
 
  
市制施行年 北海道 東北 関東 中部 近畿 中国 四国 九州
1889年 弘前市 水戸市 新潟市 京都市② 広島市 松江市 福岡市
盛岡市 横浜市② 富山市 大阪市② 赤間関市 高知市 久留米市
仙台市 東京市② 高岡市 堺市② 岡山市 徳島市 佐賀市
秋田市 金沢市④ 神戸市② 鳥取市 松山市 長崎市
山形市 福井市 姫路市② 熊本市










1898年 青森市 奈良市 尾道市
大津市















1921年 足利市 一宮市② 宇和島市 那覇市③④
千葉市② 宇部市 首里市③④
桐生市




































表 2-3 に分析に用いた変数を示す。過去の商業軸は各都市の 1957 年の最高地価の 6 割以
上の地価の道路と定義した。地価は商業性の指標としてよく使われ、代表的なものに杉村
5)の論文がある。その他のデータの詳細な抽出方法は次項に示す。 































x 1  d'：補正した過去の商業軸からの距離
x 2 d'＜100 なら1、その他なら0
x 3 100≦d'＜200 なら1、その他なら0
x 4 200≦d'＜300 なら1、その他なら0
x 5 300≦d'＜400 なら1、その他なら0
x 6 400≦d'＜500 なら1、その他なら0
x 7 500≦d'＜600 なら1、その他なら0
x 8 600≦d'＜700 なら1、その他なら0
x 9 700≦d'＜800 なら1、その他なら0
x 10 800≦d'＜900 なら1、その他なら0
x 11 900≦d'＜1000 なら1、その他なら0
x 12 1000≦d'＜1300 なら1、その他なら0
x 13 1300≦d'＜1600 なら1、その他なら0
x 14 e'＜300 なら1、その他なら0
x 15 300≦e'＜500 なら1、その他なら0
x 16 500≦e'＜1000 なら1、その他なら0
x 17 f'＜100 なら1、その他なら0
x 18 100≦f'＜200 なら1、その他なら0
x 19 200≦f'＜300 なら1、その他なら0
x 20
x 21
x 22  i  : 豪雪地帯、特別豪雪地帯の指定
 g  : 2015年時の人口







 各データの入手元と抽出方法を表 2-5に示す。 





































































総ポイント数 無作為抽出ポイント数 商店 駐車場 住宅
青森市 15283 4000 489 68 3443
～ ～ ～ ～ ～ ～
宇和島市 4293 4000 460 366 3174
～ ～ ～ ～ ～ ～
福岡市 43254 4000 856 295 2849
～ ～ ～ ～ ～ ～









ln(Pa/Pb)=β1+β11X1+ … +β1kXk … (i) 
ln(Pa/Pc)=β2+β21X1+ … +β2kXk … (ii) 
Pa=1/{1+exp(i)+exp(ii)} … (iii) 
Pb=exp(i)/{1+exp(i)+exp(ii)} … (iv) 
Pc=exp(ii)/{1+exp(i)+exp(ii)} … (v) 
 
Pa : 商店の予想発生確率 
Pb : 駐車場の予想発生確率 
Pc : 住宅の予想発生確率 
X1,X2,X3  …  Xk : 説明変数 
β11, β12, β13  …  β1k : (i)における回帰係数  
β21, β22, β23  …  β2k : (ii)における回帰係数 
β1 : (i)における定数項   
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は、1960 年の DID 面積の影響を受けているのに対し、幹線道路は 2015 年の人口の影響を
受けているという結果になった。これは幹線道路が比較的近年に重要性を増してきた存在
であるためだと考えられる。 




AIC 321322 320691 320334 320294 319935
補正値 補正なし
AIC 319935 319919 319850 319918 319833
補正値 補正なし




e'の補正値を変更【d'は               で補正、f'は補正無し】
f'の補正値を変更【d'、e'は　　　　　で補正】
g /     /   j /     /   
g /     /   j /     /   
g /     /   j /     /   
 / 
 /   











図 3-1 1960年の DID面積の平方根と駐車場の比率が最大となる距離帯 
 
  
R² = 0.3952 














































p≤2.22E-16 となった。マクファデンの擬似決定係数は 0.10883 であり、おおよそ決定係数
R
2
=0.3 にあたる 6)。 
 
表 3-2 結果の係数と t値 
 
係数 t値 係数 t値
 d' ：補正した過去の商業軸からの距離 採用されず 採用されず 採用されず 採用されず
0≦d' ＜100 なら1、その他なら0 -2.2E+00 -46.4 -3.5E+00 -112.6
100≦d' ＜200 なら1、その他なら0 -1.3E+00 -31.4 -2.5E+00 -85.7
200≦d' ＜300 なら1、その他なら0 -9.0E-01 -21.7 -1.9E+00 -65.1
300≦d' ＜400 なら1、その他なら0 -5.5E-01 -13.6 -1.5E+00 -50.7
400≦d' ＜500 なら1、その他なら0 -3.6E-01 -8.8 -1.1E+00 -37.2
500≦d' ＜600 なら1、その他なら0 -2.6E-01 -6.2 -8.4E-01 -27.5
600≦d' ＜700 なら1、その他なら0 -1.7E-01 -4.1 -6.0E-01 -19.0
700≦d' ＜800 なら1、その他なら0 -1.1E-01 -2.6 -5.2E-01 -16.6
800≦d' ＜900 なら1、その他なら0 -1.4E-01 -3.3 -4.7E-01 -14.9
900≦d' ＜1000 なら1、その他なら0 7.6E-03 0.2 -3.4E-01 -10.3
1000≦d' ＜1300 なら1、その他なら0 1.1E-02 0.3 -1.8E-01 -7.4
1300≦d' ＜1600 なら1、その他なら0 6.1E-02 1.7 -5.1E-02 -1.9
0≦e' ＜300 なら1、その他なら0 -4.8E-01 -18.5 -1.1E+00 -56.6
300≦e' ＜500 なら1、その他なら0 -3.6E-02 -1.3 -2.9E-01 -13.8
500≦e' ＜1000 なら1、その他なら0 4.3E-03 0.1 -1.6E-01 -6.6
0≦f' ＜100 なら1、その他なら0 -2.8E-01 -10.0 -4.5E-01 -22.5
100≦f' ＜200 なら1、その他なら0 -7.0E-02 -2.5 -7.0E-02 -3.5
200≦f' ＜300 なら1、その他なら0 -3.3E-02 -1.5 -5.2E-02 -3.3
 g : 2015年時の人口 3.5E-07 9.4 4.1E-07 15.0
 h  : 自動車保有率 2.6E-03 16.6 1.6E-03 13.9









Cox & Snell R2
Nagelkerke R2





ln(Pa /Pb ) ln(Pa /Pc )
定義




3.2.2 各都市での有意性 1 
次に構築された式を実際に各都市に適用した場合の説明力を確認する。実際の都市にお
いて対象地点を 100m メッシュごとに集計し、10 以上の対象地点があるメッシュを対象と
して、実際の比率と予想発生確率の相関係数を算出した。駐車場に関しては絶対数が少な
くばらつきが大きいため、平滑化するために Silverman の文献 7)に記載された四次カーネル
関数によるカーネル密度（バンド幅 300m）との相関係数も算出した。全都市で行うのは困
難であったため、規模の異なる 4 都市を対象として算出した。対象は人口 70万人台、50万
人台、30 万人台、10 万人台の都市から 1 都市ずつ、最小人口の都市を選んだ。表 3-3 の結
果のように、ある程度の相関が得られた。 






表 3-3 相関係数 
 
  
商店 駐車場 住宅 駐車場カーネル
静岡市 705238 0.76 0.28 0.70 0.67
松山市 515092 0.77 0.26 0.75 0.40
久留米市 304499 0.80 0.33 0.78 0.53
丸亀市 110063 0.86 0.40 0.84 0.74
4都市合計 0.77 0.31 0.75 0.56
相関係数
人口






図 3-2 商店の予想発生確率と実比率（静岡） 
 
 
図 3-3 駐車場の予想発生確率と実比率（静岡） 


































図 3-4 住宅の予想発生確率と実際の比率（静岡） 
 
 
















































図 3-7 商店の実比率（静岡） 
 





図 3-8 駐車場の予想発生確率（静岡） 
 





図 3-9 駐車場のカーネル密度（静岡） 
 






図 3-10 商店の予想発生確率と実比率（松山） 
 
  
図 3-11 駐車場の予想発生確率と実比率（松山） 





































図 3-12 住宅の予想発生確率と実際の比率（松山） 
 
  
















































図 3-15 商店の実比率（松山） 
 





図 3-16 駐車場の予想発生確率（松山） 
 





図 3-17 駐車場のカーネル密度（松山） 
 






図 3-18 商店の予想発生確率と実比率（久留米） 
 
 
図 3-19 駐車場の予想発生確率と実比率（久留米） 





































図 3-20 住宅の予想発生確率と実際の比率（久留米） 
 
 
















































図 3-23 商店の実比率（久留米） 
 





図 3-24 駐車場の予想発生確率（久留米） 
 





図 3-25 駐車場のカーネル密度（久留米） 
 






図 3-26 商店の予想発生確率と実比率（丸亀） 
 
 
図 3-27 駐車場の予想発生確率と実比率（丸亀） 





































図 3-28 住宅の予想発生確率と実際の比率（丸亀） 
 













































図 3-31 商店の実比率（丸亀） 
 





図 3-32 駐車場の予想発生確率（丸亀） 
 




図 3-33 駐車場のカーネル密度（丸亀） 
 






図 3-34 商店の予想発生確率と実比率（4都市合計） 
 
 
図 3-35 駐車場の予想発生確率と実比率（4都市合計） 
 


































図 3-36 住宅の予想発生確率と実際の比率（4都市合計） 
 
 
図 3-37 駐車場の予想発生確率と実際のカーネル密度（4都市合計） 
 
  













































































































































































商店_予想 商店_実比率 駐車場_予想 駐車場_実比率 





図 3-39 過去の商業軸から距離帯別の実比率と予想発生確率（下関市） 
 
 







































































































































































































































商店_予想 商店_実比率 駐車場_予想 駐車場_実比率 


















D3、住宅の予想発生確率が大きく周縁部と捉えられる D8の 3地点に分けて分析を行う。 
  






図 3-41 過去の商業軸からの距離帯別の予想発生確率 
 



































































































































































































































































図 3-43 幹線道路からの距離別の予想発生確率 
 
  




















図 3-44 自動車保有率別の予想発生確率  

















図 3-46 豪雪・特別豪雪地帯別の予想発生確率 
  






年の人口と過去の都市規模を表している 1960年の DID面積、そしてそれらの平方根の 4種




は概ね 2 以上となり、式全体の有意性は対数尤度比検定により p≤2.22E-16 となった。マク
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図 4-1 宮崎市の商店と駐車場の予想発生確率 
 










距離帯として D1を超えた場合に分断していると定義する。このことは、D1は d'<100 を満た
す距離帯なので、中間地点において d’≥100…(vi)を満たすと分断していると判断することを
意味する。過去の商業軸間の距離を H とすると、その中間地点での過去の商業軸までの距
離は H/2 であり、中間地点において d’=d/{√𝑗/(√𝑗
̅̅̅̅
)}=(H/2)/( √𝑗/3.31) …(vii)となる。よって(vi) 
(vii)より分断している条件は H≥ 60.3√𝑗である。H= 60.3√𝑗を分断線と定義して図 4-2 に示







図 4-2 商業地の分断の起こる条件 
  
分断線  H=60.3√𝑗 





図 4-3 岐阜市の商店と駐車場の予想発生確率 
  






























図 4-4 前橋市の商店と駐車場の予想発生確率 
 



































図 4-5 呉市の商店と駐車場の予想発生確率 
 





















4.2.1 結果（人口 35～100万人） 
 クラスター分析の結果のデンドログラムを図 4-7に、クラスターごとの商店の予想発生確




 II の都市は商店の予想発生確率が 80%以上の面積が非常に小さく、60~80%の面積が大き
い。これらは過去の商業軸が駅から大きく離れている都市や、自動車保有率が高いことに
より、商店の予想発生確率の最大値が小さい都市である。 
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4.2.2 結果（人口 20～35万人） 
 クラスター分析の結果のデンドログラムを図 4-9に、クラスターごとの商店の予想発生確
率を 10%ごとに区分した場合の占有面積の平均を算出した平滑線を図 4-10 と 4-11 に表す。
図 4-10から IV、V、VIにおいては面積で分類されていることがわかり、商店発生確率 50%
以上の面積は IV＞VI＞V となっている。これは過去の商業軸の広がりとその周囲にどれだ
け幹線道路や駅があるかが関係している。 
次に VIに含まれるクラスターを分析する。図 4-11から、VIIは 60%前後の比較的低確率
の占有面積が大きいことがわかる。前橋と松本は自動車保有率が大きく、大津市は駅がた
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 クラスター分析の結果のデンドログラムを図 4-12 に、クラスターごとの商店の予想発生
確率を 10%ごとに区分した場合の占有面積の平均を算出した平滑線を図 4-13 に表す。図か
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第 5章 シミュレーション 
5.1 幹線道路の変化 --------------------- 94~95 
5.2 人口減少 ------------------------------- 96~97 




















図 5-1 拡幅される三条通の位置 
 










商店 73% → 84% 63% → 79% 63% → 79% 79% → 79%
駐車場 6.7% → 5.0% 7.5% → 5.9% 7.5% → 5.9% 5.9% → 5.9%
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都市でも 0.8~0.9倍程度で、最も大きく人口減少が予測される青森市でも 0.7倍程度である。 
 










青森市 287622 205405 0.79 0.56 0.71
弘前市 177549 130978 0.49 0.36 0.74
盛岡市 297669 243930 0.82 0.67 0.82
仙台市 1082185 988598 2.97 2.71 0.91
秋田市 315374 255396 0.87 0.70 0.81
山形市 252453 212864 0.69 0.58 0.84
鶴岡市 129630 104768 0.36 0.29 0.81
福島市 294378 データなし 0.81 0.59 0.73
会津若松市 124085 データなし 0.34 0.25 0.74
郡山市 335608 データなし 0.92 0.68 0.74
水戸市 270823 234353 0.74 0.64 0.87
宇都宮市 518761 457235 1.42 1.26 0.88
足利市 149504 119337 0.41 0.33 0.80
前橋市 336199 284442 0.92 0.78 0.85
高崎市 370751 319681 1.02 0.88 0.86
桐生市 114760 88317 0.32 0.24 0.77
新潟市 810514 674331 2.23 1.85 0.83
長岡市 275246 231421 0.76 0.64 0.84
上越市 197026 165291 0.54 0.45 0.84
富山市 418900 348742 1.15 0.96 0.83
高岡市 172256 135832 0.47 0.37 0.79
福井市 266002 226895 0.73 0.62 0.85
甲府市 193123 164192 0.53 0.45 0.85
長野市 377803 322108 1.04 0.88 0.85
松本市 243383 211742 0.67 0.58 0.87
上田市 156909 132706 0.43 0.36 0.85
岐阜市 406866 339823 1.12 0.93 0.84
大垣市 159927 138584 0.44 0.38 0.87
静岡市 705238 579317 1.94 1.59 0.82
浜松市 798252 700731 2.19 1.92 0.88
沼津市 195642 160424 0.54 0.44 0.82
津市 280016 237926 0.77 0.65 0.85
四日市市 311089 265990 0.85 0.73 0.86















大津市 340972 302635 0.94 0.83 0.89
奈良市 360439 298052 0.99 0.82 0.83
和歌山市 364285 289593 1.00 0.80 0.79
鳥取市 193766 169121 0.53 0.46 0.87
松江市 206407 175981 0.57 0.48 0.85
岡山市 719584 629321 1.98 1.73 0.87
広島市 1194507 1057325 3.28 2.90 0.89
呉市 228635 180343 0.63 0.50 0.79
尾道市 138628 108520 0.38 0.30 0.78
福山市 465004 399144 1.28 1.10 0.86
下関市 268617 212944 0.74 0.58 0.79
宇部市 169410 138409 0.47 0.38 0.82
徳島市 258602 214675 0.71 0.59 0.83
高松市 420943 358305 1.16 0.98 0.85
丸亀市 110063 95353 0.30 0.26 0.87
松山市 515092 439426 1.41 1.21 0.85
今治市 158185 126530 0.43 0.35 0.80
宇和島市 77473 59820 0.21 0.16 0.77
高知市 337360 285132 0.93 0.78 0.85
北九州市 961815 796800 2.64 2.19 0.83
福岡市 1538510 1328823 4.23 3.65 0.86
大牟田市 117413 89788 0.32 0.25 0.76
久留米市 304499 262789 0.84 0.72 0.86
佐賀市 236398 204368 0.65 0.56 0.86
長崎市 429644 353311 1.18 0.97 0.82
佐世保市 255648 215858 0.70 0.59 0.84
熊本市 741115 662760 2.04 1.82 0.89
大分市 478335 425337 1.31 1.17 0.89
別府市 122193 97187 0.34 0.27 0.80
宮崎市 401156 357114 1.10 0.98 0.89
都城市 165098 143829 0.45 0.39 0.87


































第 6章 まとめ 
6.1 都市計画等への活用 ------------- 100~107 
6.2 総括 ---------------------------------- 108~109 
6.3 課題 ---------------------------------------- 110 




第 6章 まとめ 
6.1 都市計画等への活用 








 3章 2節 2項での分析と同様に静岡市、松山市、久留米市、丸亀市を対象として、実際の
都市機能誘導区域について考察する。このうち丸亀市ではまだ都市機能誘導区域が設定さ


















































図 6-1 静岡市の都市機能誘導区域 





図 6-2 松山市の都市機能誘導区域 





図 6-3 久留米市の都市機能誘導区域 
 





図 6-4 静岡市浅間通り商店街の位置 





図 6-5 高松市田町商店街の位置 
 



















兵庫町 34 26 49 27 136 19.9% 0 0 3 2.3
片原町西部 33 19 12 9 73 12.3% 0 0 -3 -4.1
片原町東部 14 16 12 16 58 27.6% -1 -1.2 2 3.9
ライオン通 32 116 29 47 224 21.0% 4 1.3 2 0.7
丸亀町 109 30 63 16 218 7.3% 5 2.2 6 2.7
南新町 46 24 27 21 118 17.8% 3 2.4 2 1.7
常磐町 31 15 36 22 104 21.2% -2 -1.9 -1 -0.9
田町 39 9 43 31 122 25.4% -5 -3.9 0 0.2
計 338 255 271 189 1,053 17.9% 4 0.2 11 1
兵庫町 31 21 24 9 85 10.6% 0 -0.1 2 2.3
片原町西部 32 13 9 4 58 6.9% 0 0 -3 -5.2
片原町東部 14 15 11 11 51 21.6% -1 -1.5 2 4.3
ライオン通 31 72 21 14 138 10.1% -1 -0.8 1 0.7
丸亀町 90 12 18 5 125 4.0% 3 2.4 4 3.2
南新町 40 16 14 15 85 17.6% 0 0 1 1.1
常磐町 26 11 18 14 69 20.3% 0 -0.3 1 1.2
田町 38 7 27 19 91 20.9% -2 -2.2 0 0














物販店 飲食店 その他 空き店舗






3 章において、1 節では、過去の商業軸と駅は 1960 年の DID 面積の影響を受けているの
に対し、幹線道路は 2015年の人口の影響を受けているという結果になった。2節において、
決定された補正値を用いた多項分布ロジスティック回帰分析の結果を示した。各変数の t










































































第 7章 付録 
7.1 距離帯別の実発生比率と予想発生確率 ------------------- 112~145 
7.2 商店と駐車場の予想発生確率 ------------------------------- 147~285 
 








































































































































































































































































商店_予想 商店_実比率 駐車場_予想 駐車場_実比率 
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商店_予想 商店_実比率 駐車場_予想 駐車場_実比率 












































































































































































































































商店_予想 商店_実比率 駐車場_予想 駐車場_実比率 











































































































































































































































商店_予想 商店_実比率 駐車場_予想 駐車場_実比率 

















































































































































































































































商店_予想 商店_実比率 駐車場_予想 駐車場_実比率 














































































































































































































































商店_予想 商店_実比率 駐車場_予想 駐車場_実比率 



















































































































































































































































商店_予想 商店_実比率 駐車場_予想 駐車場_実比率 



















































































































































































































































商店_予想 商店_実比率 駐車場_予想 駐車場_実比率 











































































































































































































































商店_予想 商店_実比率 駐車場_予想 駐車場_実比率 



















































































































































































































































商店_予想 商店_実比率 駐車場_予想 駐車場_実比率 














































































































































































































































商店_予想 商店_実比率 駐車場_予想 駐車場_実比率 


















































































































































































































































商店_予想 商店_実比率 駐車場_予想 駐車場_実比率 






















































































































































































































































商店_予想 商店_実比率 駐車場_予想 駐車場_実比率 
















































































































































































































































商店_予想 商店_実比率 駐車場_予想 駐車場_実比率 
















































































































































































































































商店_予想 商店_実比率 駐車場_予想 駐車場_実比率 













































































































































































































































商店_予想 商店_実比率 駐車場_予想 駐車場_実比率 
















































































































































































































































商店_予想 商店_実比率 駐車場_予想 駐車場_実比率 

















































































































































































































































商店_予想 商店_実比率 駐車場_予想 駐車場_実比率 




















































































































































































































































商店_予想 商店_実比率 駐車場_予想 駐車場_実比率 














































































































































































































































商店_予想 商店_実比率 駐車場_予想 駐車場_実比率 












































































































































































































































商店_予想 商店_実比率 駐車場_予想 駐車場_実比率 


















































































































































































































































商店_予想 商店_実比率 駐車場_予想 駐車場_実比率 
















































































































































































































































商店_予想 商店_実比率 駐車場_予想 駐車場_実比率 














































































































































































































































商店_予想 商店_実比率 駐車場_予想 駐車場_実比率 















































































































































































































































商店_予想 商店_実比率 駐車場_予想 駐車場_実比率 

















































































































































































































































商店_予想 商店_実比率 駐車場_予想 駐車場_実比率 


















































































































































































































































商店_予想 商店_実比率 駐車場_予想 駐車場_実比率 

















































































































































































































































商店_予想 商店_実比率 駐車場_予想 駐車場_実比率 





















































































































































































































































商店_予想 商店_実比率 駐車場_予想 駐車場_実比率 

















































































































































































































































商店_予想 商店_実比率 駐車場_予想 駐車場_実比率 















































































































































































































































商店_予想 商店_実比率 駐車場_予想 駐車場_実比率 











































































































































































































































































































































































































































































































































































   


























































































































































































































































































































































































 下記に参考文献を示す。既往研究の詳細は 1 章 3 節 1 項に示す。データの詳細は 2 章 2
節 2項に示す。 
 
1) 対馬銀河, 吉川徹, 讃岐亮, 駅との位置関係からみた地方都市中心市街地のにぎやかさ
を分析する手法の開発と適用, 日本建築学会技術報告集, 23(54),  667-670, 2017  
2) 宋基伯, 佐藤滋, 地方中心・中小都市における中心市街地骨格構造との関連でみた中心市
街地活性化事業の集積特性に関する研究, 日本建築学会計画系論文集, 81(729), 2431-2441, 
2016  
3) 仲条仁, 樋口秀都, 地方都市都心部における低未利用地化のメカニズムと有効利用方策
の評価に関する研究:長岡市におけるケーススタディ, 都市計画論文集, 37(0), 595-600, 2002 
4) 阿部正太朗, 中川大, 松中亮治, 大庭哲治, 地方都市中心部における業務用地の低未利用
地への転換に関する研究, 土木学会論文集 D3(土木計画学)69(5), I_253-I_263, 2013 
5) 杉村暢二, 最高地価と中心商店街との関連, 地理学評論 44(8), 581-586,  1971  
6) Domenich T. and McFadden D. L., Urban travel demand: A behavioral analysis, North Holland., 
1975 
7) Silverman,B.W., Density Estimation for Statistics and Data Analysis.New York:Chapman and 
Hall, 1986 
8) 国土数値情報（最終閲覧日 2018年 1月 12日） 
  http://nlftp.mlit.go.jp/ksj/gml/datalist/KsjTmplt-L03-b-u.html 
9) 奈良市地区計画（最終閲覧日 2018年 1月 12日） 
  http://www.city.nara.lg.jp/www/contents/1332467167592/ 
10) 国立社会保障・人口問題研究所（最終閲覧日 2018年 1月 12日） http://www.ipss.go.jp/   
11) 静岡市（最終閲覧日 2018年 1月 12日）http://www.city.shizuoka.jp/299_000040.html 
12) 松山市（最終閲覧日 2018年 1月 12日）
https://www.city.matsuyama.ehime.jp/shisei/machizukuri/compact_network/rittekikouhyou.html 
13) 久留米市（最終閲覧日 2018年 1月 12日） 
   https://www.city.kurume.fukuoka.jp/1080shisei/2050machi/3030toshi/2017-0302-1727-88.html 
14) 静岡市浅間通り商店街（最終閲覧日 2018年 1月 12日）
http://www.sengendori.com/map/map.html 
15) 高松田町商店街（最終閲覧日 2018年 1月 12日）http://www.takamatsu-tamachi.net/ 




本研究の一部は東京大学 CSIS 共同研究(No. 778)による成果である 
